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共
同
研
究
の
経
緯
と
概
要

1
．
目
　
的

本
共
同
研
究
の
目
的
は
、
本
館
所
蔵
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
の
中
、
年
号

勘
文
に
関
わ
る
資
料
（
以
下
、
年
号
勘
文
資
料
）
を
中
心
に
研
究
を
進
め
、
資
料
活

用
の
基
盤
を
整
備
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
を
活
用
し
て
中
世
期
に
お
け

る
紀
伝
道
諸
家
の
政
治
・
学
問
・
文
化
・
思
想
の
諸
分
野
に
関
わ
る
研
究
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
紀
伝
道
に
属
す
る
家
に
注
目
す
る
の
は
、
年
号
勘
文
の
提
出
資

格
が
紀
伝
道
に
属
す
る
五
家
、
す
な
わ
ち
菅
原
氏
、
大
江
氏
、
藤
原
氏
南
家
・
式
家
・

北
家
日
野
流
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
廣
橋
家
は
藤
原
氏
北
家
日
野
流
に
連

な
り
、「
改
元
定
は
朝
廷
の
重
事
」（『
古
事
類
苑
』）
と
称
さ
れ
る
朝
議
に
年
号
勘
者

や
参
仕
公
卿
と
し
て
鎌
倉
時
代
前
期
か
ら
江
戸
末
期
に
至
る
ま
で
参
与
し
続
け
て
い

る
。
年
号
勘
文
資
料
が
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
と
称
さ
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
相
当
数
を
占
め
る
の
も
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

年
号
勘
文
資
料
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
主
と
し
て
日
本
史
の
研
究
者
に

よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
年
号
勘
文
に
新
年
号
を
決
め
る
た
め
の
年
号
案
と
そ
の
出

典
と
な
る
漢
籍
の
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
中
国
の
思
想
や
文

学
、
あ
る
い
は
漢
籍
の
研
究
者
に
関
心
を
持
た
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
そ
れ
ら

の
方
面
か
ら
の
研
究
が
活
発
に
な
さ
れ
て
き
た
と
は
到
底
言
え
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
本
共
同
研
究
で
は
年
号
勘
文
資
料
を
日
本
に
お
け
る
漢
学
・
漢
籍
の
受
容
を
た

ど
る
上
で
の
有
効
な
資
料
と
考
え
、
中
国
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
を
中
心
に
研
究

組
織
を
構
築
し
、（
1
）
年
号
勘
文
資
料
に
見
え
る
漢
籍
引
文
、（
2
）
年
号
決
定
の

プ
ロ
セ
ス
、（
3
）
年
号
と
術
数
思
想
の
三
項
目
に
重
点
を
置
い
て
研
究
を
進
め
る

こ
と
に
し
た
。

各
項
目
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、（
1
）
に
つ
い
て
は
、
年
号
勘
文
が
平
安
時
代

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
提
出
さ
れ
続
け
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
典
拠
の

引
文
を
調
べ
、
さ
ら
に
訓
点
に
も
留
意
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
々
の
漢
学
の
受
容
と

漢
籍
の
流
通
の
状
況
を
詳
細
に
把
握
す
る
。（
2
）
に
つ
い
て
は
、
廣
橋
家
旧
蔵
記

録
文
書
典
籍
類
に
は
、
多
く
の
関
連
資
料
、
そ
の
中
に
は
改
元
定
に
参
加
し
た
公
卿

の
自
筆
資
料
ま
で
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
年
号
勘
者
の
事
前
の
準
備
や

参
仕
公
卿
の
討
論
の
状
況
を
含
め
、
年
号
が
決
ま
る
ま
で
の
過
程
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
。（
3
）
に
つ
い
て
は
、
十
世
紀
以
降
、
辛
酉
革
命
・
甲
子
革
令
の
年
に
な

る
と
六
十
年
ご
と
に
ほ
ぼ
例
外
な
く
改
元
さ
れ
続
け
た
こ
と
は
日
本
に
し
か
見
ら
れ

な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
現
象
で
あ
る
が
、
こ
の
革
命
・
革
令
改
元
の
理
論
的
背
景
に
は
中

国
の
術
数
思
想
が
あ
る
の
で
、
術
数
学
の
観
点
か
ら
の
研
究
も
進
め
る
。

以
上
の
研
究
と
並
行
し
て
、
年
号
勘
文
資
料
を
使
い
や
す
い
形
に
し
て
提
供
す
る

資
料
整
理
も
お
こ
な
う
。
年
号
研
究
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
東
ア
ジ
ア
の
思
想
・
言

水
上
雅
晴
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語
・
学
術
・
政
治
な
ど
の
諸
領
域
に
も
関
連
す
る
が
、
本
研
究
組
織
を
構
成
す
る
研

究
者
が
各
自
の
専
門
分
野
を
生
か
し
た
調
査
と
考
察
を
進
め
る
こ
と
で
、
年
号
研
究

の
新
た
な
展
開
を
支
え
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

2
．
経
　
過

二
〇
一
五
年
度

〔
研
究
会
・
調
査
〕

①
準
備
経
費
に
よ
る
事
前
研
究
会　

15
年
3
月
25
～
27
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

25
・
27
日　

廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
の
中
、
年
号
勘
文
に
関
わ
る
も
の
を

調
査
。

26
日　

研
究
会
（
打
合
せ
会
議
）
を
実
施
。「
1
．
研
究
計
画
策
定
の
背
景
」

「
2
．
廣
橋
家
文
書
の
特
徴
と
そ
の
調
査
」「
3
．
研
究
方
法
と
着
眼
点
」「
4
．
研

究
組
織
と
役
割
分
担
」「
5
．
研
究
組
織
と
し
て
の
研
究
成
果
（
予
定
）」「
6
．
学

術
的
意
義
と
補
足
」
の
六
項
目
に
関
し
て
研
究
代
表
者
が
説
明
し
、
今
後
の
研
究
の

方
向
性
と
作
業
内
容
、
役
割
分
担
に
つ
い
て
協
議
。

②
第
1
回
共
同
研
究
会　

7
月
10
～
13
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

10
～
11
日
・
12
日
午
後
・
13
日　

廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
の
中
、
年
号
勘

文
に
関
わ
る
も
の
を
調
査
。

12
日
午
前　

研
究
会

〈
研
究
報
告
〉

石
井
「『
廣
橋
家
記
録
類
目
録
』
か
ら
判
明
す
る
こ
と
」

髙
田
「
日
野
一
流
と
年
号
勘
申
―
『
迎
陽
記
』
を
手
が
か
り
に
し
て
―
」

水
上
「
廣
橋
家
の
年
号
勘
文
資
料
に
つ
い
て
」

※
石
井
報
告
は
、
国
立
公
文
書
館
で
発
見
し
た
「『
廣
橋
家
記
録
類
目
録
』
が
年
号
勘

文
類
を
含
む
廣
橋
家
の
記
録
類
の
伝
承
過
程
を
た
ど
る
の
に
極
め
て
有
益
な
資
料
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
。
髙
田
報
告
は
、
廣
橋
家
と
関
わ
り
が
深
い
藤
原
北
家
日
野
流
に

お
け
る
年
号
勘
申
の
状
況
に
つ
い
て
論
じ
た
。
と
り
わ
け
着
目
す
べ
き
は
、
年
号
勘

文
に
引
用
さ
れ
る
漢
籍
の
解
釈
を
定
め
る
際
、
依
拠
す
る
注
釈
に
交
替
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
掘
り
下
げ
た
調
査
・
考
察
が
期
待
さ
れ
る
。
水
上
報
告

は
、
廣
橋
家
に
よ
る
年
号
勘
申
の
状
況
を
整
理
す
る
一
方
、
廣
橋
家
の
記
録
に
よ
っ

て
、
年
号
勘
文
研
究
の
基
礎
資
料
た
る
『
元
秘
別
録
』
の
欠
落
部
分
を
補
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
指
摘
。

12
日
午
後　

打
合
せ
会
議
。
以
下
の
事
柄
に
つ
い
て
協
議
を
実
施
。

（
ａ
）
計
画
の
実
施
内
容
と
分
担
：
研
究
メ
ン
バ
ー
が
各
々
専
門
に
近
い
領
域
に
関

わ
る
研
究
を
担
当
す
る
。

（
ｂ
）
解
題
目
録
と
翻
刻
：
解
題
目
録
は
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目
録　

古

文
書
・
記
録
類
編
』
等
の
体
裁
に
倣
う
。
目
録
と
翻
刻
の
対
象
文
献
お
よ
び
底
本

を
決
め
る
に
は
、
さ
ら
な
る
予
備
的
調
査
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
受
け
て

分
担
等
を
決
め
る
。

（
ｃ
）
館
内
お
よ
び
館
外
調
査
に
つ
い
て
：
当
面
は
館
内
資
料
の
調
査
を
優
先
し
、

必
要
に
応
じ
て
館
外
資
料
調
査
の
実
施
も
お
こ
な
う
。

（
ｄ
）
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
資
料
展
示
：
二
〇
一
七
年
度
に
実
施
す
る
こ
と

を
決
め
る
。

（
ｅ
）
論
文
集
：
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
れ
た
論
文
を
中
心
に
編
輯
し
、

二
〇
一
八
年
度
に
刊
行
す
る
。

③
第
2
回
共
同
研
究
会　

16
年
3
月
28
～
30
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

28
・
30
日　

廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
の
う
ち
、
年
号
勘
文
に
関
わ
る
も
の

を
調
査
。

29
日　

研
究
会

〈
特
別
講
義
〉

小
倉
「
古
代
・
中
世
文
書
史
料
と
年
号
」

〈
研
究
報
告
〉

福
島
「『
大
唐
陰
陽
書
』
の
伝
来
と
北
条
貞
時
の
改
暦
へ
の
関
与
に
つ
い
て
」

近
藤
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
『
周
易
』
の
装
幀
と
訓
点
」
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石
「
古
代
中
国
年
号
研
究
及
文
献
」

水
上
「
年
号
勘
文
資
料
の
継
承
・
発
展
」

※
特
別
講
義
は
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
大
半
を
中
国
思
想
方
面
の
研
究
者
が
占
め
、
年

号
勘
文
史
料
に
関
連
が
あ
る
日
記
類
を
含
む
日
本
の
文
書
史
料
に
関
す
る
基
礎
知
識

が
全
般
的
に
不
足
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
方
面
の
知
見
を
深
め
る
た
め
に
実
施
し
た

も
の
で
あ
る
。
本
講
義
を
通
し
て
有
益
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
研
究
発
表

に
お
け
る
福
島
報
告
は
、
延
慶
度
の
改
元
を
中
心
に
、
改
元
と
暦
書
の
関
係
、
お
よ

び
改
元
を
め
ぐ
る
公
家
と
武
家
の
間
の
せ
め
ぎ
合
い
に
つ
い
て
詳
論
。
近
藤
報
告

は
、
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
『
周
易
』（
重
文
）
が
現
状
の
形
態
に
至
る
ま
で
の

経
緯
や
施
さ
れ
て
い
る
訓
点
の
特
徴
に
つ
い
て
、
多
く
の
画
像
資
料
を
提
示
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
考
察
に
も
と
づ
く
知
見
を
示
し
た
。
同
報
告
に
関
し
て
は
、

石
井
に
よ
る
現
物
に
即
し
た
補
足
説
明
が
翌
日
午
前
に
な
さ
れ
た
。
石
報
告
は
、
中

国
に
お
け
る
年
号
研
究
の
状
況
や
関
連
資
料
の
刊
行
状
況
に
つ
い
て
解
説
。
水
上
報

告
は
、『
元
秘
抄
』・『
元
秘
別
録
』
な
ど
が
高
辻
長
成
に
よ
っ
て
一
旦
完
成
さ
れ
た
後

の
増
補
の
状
況
に
つ
い
て
、
書
き
入
れ
に
も
と
づ
く
考
察
の
途
中
経
過
を
示
し
た
。

〔
研
究
発
表
〕

①
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表　

8
月
21
日
（
京
都
大
学
）

京
都
大
学
文
学
部
に
て
開
催
さ
れ
た
「
経
学
史
研
究
の
回
顧
と
展
望
―
林
慶
彰
先

生
栄
退
紀
念
」
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
水
上
が
参
加
し
、「
日
本
年
号
資
料
中

有
関
経
学
的
記
載
与
紀
伝
博
士
家
的
学
問
：
以
廣
橋
家
旧
蔵
書
為
考
察
中
心
」
と
題

す
る
研
究
報
告
を
お
こ
な
い
、
主
と
し
て
儒
家
経
典
の
受
容
・
解
釈
史
の
観
点
か
ら
、

廣
橋
家
の
年
号
資
料
と
紀
伝
博
士
家
の
学
術
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
た
。

②
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表　

12
月
19
・
20
日
（
上
海
師
範
大
学
）

石
が
上
海
師
範
大
学
に
て
主
催
し
た
「
西
域
と
東
瀛
：
中
古
時
代
経
典
写
本
国
際

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
、
髙
田
と
水
上
が
参
加
し
た
。
髙
田
は
「
日
本
中
世
『
論

語
義
疏
』
受
容
史
初
探
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
、
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
の
受
容

史
を
論
じ
る
中
で
、
国
内
に
伝
わ
る
写
本
の
テ
キ
ス
ト
と
年
号
勘
文
資
料
と
の
関
係

に
説
き
及
ん
だ
。
水
上
は
「
浅
論
日
本
国
内
抄
写
和
伝
承
的
漢
語
経
典
文
本
」
と
題

す
る
主
題
報
告
（keynote speech

）
を
お
こ
な
い
、
日
本
の
古
代
か
ら
中
世
に
お

け
る
儒
家
経
典
の
受
容
史
を
概
括
し
た
上
で
、
そ
の
中
に
お
け
る
廣
橋
家
の
年
号
資

料
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
論
じ
た
。

二
〇
一
六
年
度

〔
研
究
会
・
調
査
〕

①
館
蔵
資
料
の
調
査　

16
年
5
月
6
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

石
井
・
近
藤
・
髙
田
・
水
上
が
『
改
元
勘
文
』（H

— 63— 148

）・『
改
元
部
類
記
』（H

—

63— 157

）
な
ど
を
含
む
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
に
属
す
る
年
号
勘
文
資
料
、

そ
れ
に
重
文
『
周
易
』
を
調
査
し
た
。
年
号
勘
文
資
料
に
つ
い
て
は
、
書
き
入
れ
・

角
筆
・
白
点
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
調
査
を
進
め
た
。
重
文
『
周
易
』
に
つ
い
て
は

白
点
を
重
点
的
に
調
査
し
、
博
物
館
事
業
課
専
門
職
員
の
勝
田
徹
氏
の
協
力
を
仰

ぎ
、
白
点
の
撮
影
方
法
に
つ
い
て
実
験
・
議
論
し
た
。

②
館
内
外
所
蔵
資
料
調
査
と
第
三
回
研
究
会　

8
月
15
～
21
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
・
国
立
公
文
書
館
・
東
京
都
立
図
書
館
）

15
～
17
日
は
、
館
内
に
お
い
て
石
井
・
近
藤
・
髙
田
・
廖
海
華
（
北
海
道
大
学
大

学
院
）・
水
上
の
五
名
で
、『
改
元
部
類
記
（
猪
隈
関
白
記
）』（H

— 63— 161

）・『
改

元
部
類
記
（
三
中
記
・
長
兼
卿
記
・
不
詳
記
）』（H

— 63— 162

）
を
含
む
廣
橋
家
旧

蔵
記
録
文
書
典
籍
類
に
属
す
る
年
号
勘
文
資
料
に
つ
い
て
、
書
き
入
れ
・
角
筆
・
白

点
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
調
査
を
進
め
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
入
手
。

18
日
は
「
年
号
の
境
界
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
す
る
第
三
回
研
究
会
を
実
施
し
、

石
井
が
「
入
唐
僧
の
場
合
」、
水
上
が
「
琉
球
王
国
の
場
合
」
の
サ
ブ
テ
ー
マ
を
立

て
て
研
究
報
告
を
し
、
そ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
た
討
議
を
実
施
。
20
日
は
国
立
公
文

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）、
21
日
は
東
京
都
立
図
書
館
（
東
京
都
港
区
）
に
て
そ

れ
ぞ
れ
年
号
勘
文
資
料
に
関
連
す
る
史
料
の
調
査
を
実
施
。
調
査
の
結
果
、
異
本
資
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料
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
は
、
廣
橋
家
旧
蔵
文
書
記
録
文
書
典
籍
類
の
か
な
り
の

部
分
を
占
め
る
年
号
勘
文
資
料
解
題
目
録
の
作
成
や
資
料
翻
刻
の
実
施
の
際
に
活
用

さ
れ
る
予
定
。

③
館
内
外
所
蔵
資
料
の
調
査　

9
月
15
～
18
日
（
国
立
公
文
書
館
・
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
）　

15
日
は
、
本
研
究
計
画
の
研
究
成
果
の
一
部
を
構
成
す
る
年
号
勘
文
資
料
影
印
本

出
版
の
準
備
を
進
め
る
た
め
、
石
井
と
水
上
が
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
年

号
勘
文
資
料
を
調
査
。
16
日
か
ら
18
日
ま
で
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
て
、
福

島
・
末
永
・
近
藤
・
髙
田
の
四
名
を
加
え
て
、『
改
元
勘
文
』（H

— 63— 148

）・『
寛

永
難
陳
』（H

— 63— 181
）
を
含
む
館
蔵
資
料
の
調
査
を
実
施
し
、『
寛
永
難
陳
』
に

角
筆
を
見
出
し
た
。
廣
橋
家
旧
蔵
文
書
記
録
文
書
典
籍
類
に
属
す
る
関
連
資
料
の
撮

影
を
お
こ
な
う
か
た
わ
ら
、
解
題
目
録
を
作
成
す
る
準
備
の
た
め
に
写
真
帳
を
悉
皆

調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

④
館
蔵
資
料
調
査　

16
年
10
月
21
・
22
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

髙
田
と
水
上
が
廣
橋
家
旧
蔵
文
書
記
録
文
書
典
籍
類
の
写
真
帳
を
悉
皆
調
査
す
る

作
業
を
継
続
。
百
点
あ
ま
り
調
査
し
た
結
果
、
標
題
か
ら
は
年
号
勘
文
に
関
わ
る
情

報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
す
る
こ
と
が
難
し
い
資
料
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

⑤
館
蔵
資
料
調
査
お
よ
び
研
究
打
合
せ　

11
月
6
・
7
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

6
日
は
、
近
藤
と
水
上
が
館
内
刊
行
物
『
歴
博
』
第
208
号
掲
載
予
定
の
原
稿
の
内

容
や
翌
日
実
施
の
調
査
な
ど
に
関
す
る
打
合
せ
。
7
日
は
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き

た
写
真
帳
調
査
の
継
続
作
業
を
し
た
後
、
石
井
・
中
川
を
加
え
た
四
名
が
勝
田
氏
（
前

出
）
と
文
書
の
白
点
撮
影
に
関
す
る
実
験
及
び
相
談
。
そ
の
後
、
写
真
帳
を
中
心
と

す
る
館
蔵
資
料
の
調
査
。
調
査
の
合
間
に
、
次
年
度
開
催
予
定
の
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

特
集
展
示
、
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
し
て
、
水
上
が
小
島
及
び
事
務
担
当
者

と
打
合
せ
を
実
施
。

⑥
館
蔵
資
料
調
査
お
よ
び
研
究
打
合
せ　

11
月
25
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

水
上
が
写
真
帳
調
査
の
作
業
を
継
続
し
、
年
号
勘
文
が
あ
る
資
料
の
抽
出
作
業
を

ほ
ぼ
完
了
。
同
日
は
、
次
年
度
開
催
の
特
集
展
示
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
国
際
学
術
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
国
際
企
画
室
会
議
の
事
務
担
当
者
と
、
主
と
し

て
予
算
に
関
わ
る
部
分
に
関
す
る
打
合
せ
を
実
施
。

⑦
館
蔵
資
料
調
査
お
よ
び
研
究
打
合
せ　

12
月
12
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

石
井
・
名
和
・
髙
田
・
水
上
が
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
に
属
す
る
年
号
勘

文
資
料
調
査
。
調
査
し
た
書
物
の
中
、『
改
元
部
類
記（
実
夏
卿
記
・
公
尚
卿
記
）』（H

—

63— 168

）
に
お
い
て
角
筆
を
確
認
。
調
査
作
業
を
し
な
が
ら
、
次
年
度
実
施
の
展
示
・

歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
、
事
務
担
当

者
と
の
打
合
せ
結
果
を
踏
ま
え
て
参
加
者
と
相
談
。

⑧
館
蔵
資
料
調
査
お
よ
び
研
究
打
合
せ　

12
月
22
～
24
日（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

石
井
と
水
上
の
二
名
で
『
改
元
部
類
記
（
実
夏
卿
記
・
公
尚
卿
記
）』（H

— 63—

168

）
な
ど
を
調
査
し
、『
経
光
卿
記
』（H

— 63— 704

）
に
白
点
と
思
わ
れ
る
書
き
入

れ
を
見
出
し
た
。

⑨�

館
蔵
資
料
調
査
お
よ
び
研
究
打
合
せ　

17
年
2
月
5
～
7
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
）

5
日
は
、
石
と
水
上
が
研
究
計
画
に
お
け
る
可
視
的
な
成
果
の
重
要
な
柱
の
一
つ

と
な
る
年
号
勘
文
資
料
翻
刻
・
影
印
出
版
に
関
し
て
、
出
版
社
と
の
契
約
内
容
を
含

む
打
合
せ
を
実
施
。
本
書
の
出
版
に
注
力
す
る
た
め
、
解
題
目
録
の
編
纂
作
業
は
中

止
す
る
こ
と
に
決
定
。

6
日
は
、
髙
田
を
含
む
三
人
で
『
元
秘
鈔
』
三
冊
（H

— 63— 186

、H
— 63— 187

）

と
通
行
本
（
群
書
類
従
本
）
と
の
テ
キ
ス
ト
比
較
を
中
心
と
す
る
調
査
。
国
際
学
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
打
合
せ
を
事
務
方
と
実
施
し
た
後
、
会
場
の
下
見
を
し
て

会
場
の
規
模
や
構
造
、
設
備
の
確
認
。
7
日
は
、
文
献
調
査
を
継
続
す
る
か
た
わ
ら
、

大
川
（
当
時
は
吉
野
作
造
記
念
館
館
長
）
と
特
集
展
示
の
準
備
の
た
め
に
展
示
会
場

を
回
り
、
展
示
の
具
体
的
な
内
容
や
陳
列
方
法
、
当
面
優
先
的
に
進
め
る
作
業
に
関

し
て
相
談
。



5

［共同研究の経緯と概要］……水上雅晴

⑩
館
内
外
所
蔵
資
料
調
査
と
第
四
回
研
究
会　

3
月
27
～
29
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
）

27
日
は
第
四
回
研
究
会
を
実
施
。
参
加
者
は
、
福
島
・
石
井
・
名
和
・
末
永
・
近

藤
・
石
・
髙
田
・
尾
留
川
の
七
名
。
研
究
代
表
者
の
科
研
分
担
者
小
幡
敏
行
（
横
浜

市
立
大
学
）
と
鶴
成
久
章
（
福
岡
教
育
大
学
）
も
ゲ
ス
ト
参
加
。
研
究
会
で
は
、
末

永
に
よ
っ
て
革
暦
資
料
の
『
兼
良
公
三
革
説
』
に
成
立
に
関
す
る
研
究
報
告
が
お
こ

な
わ
れ
た
後
、
打
合
せ
会
議
に
お
い
て
次
年
度
実
施
の
特
集
展
示
を
含
め
、
研
究
成

果
の
可
視
化
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
。
館
蔵
資
料
調
査

は
、『
兼
仲
卿
記
』（H

— 63— 804

）
を
含
む
12
点
を
対
象
と
し
て
進
め
、
こ
れ
ま
で

気
づ
か
れ
て
い
な
か
っ
た
白
点
を
見
出
す
な
ど
の
成
果
を
得
た
。

〔
研
究
発
表
〕

①
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表　

16
年
4
月
19
・
20
日（
香
港
バ
プ
テ
ィ

ス
ト
大
学
）

香
港
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
国
際
『
尚
書
』
学
第
四
回
学
術
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
に
水
上
が
参
加
し
、「
日
本
年
号
資
料
中
的
『
尚
書
』」
と
題
す
る
論
文

を
発
表
。
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
に
属
す
る
年
号
勘
文
資
料
が
『
書
経
』
の

テ
キ
ス
ト
を
研
究
す
る
上
で
の
価
値
を
論
じ
る
。
同
会
議
に
は
、
石
も
参
加
し
て
い

た
の
で
、
年
号
資
料
影
印
出
版
事
業
に
つ
い
て
打
合
せ
を
実
施
。

②
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表　

6
月
23
・
24
日
（
台
湾
師
範
大
学
）

台
湾
師
範
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
「
二
〇
一
六
跨
文
化
視
域
下
的
儒
家
倫
常
：
政

道
与
治
道
」
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
水
上
が
参
加
し
、「
年
号
与
日
本
政
治
和

学
術
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
、
年
号
が
日
本
の
政
治
・
学
術
に
及
ぼ
し
た
影
響

に
つ
い
て
論
じ
た
。

③
研
究
打
合
せ
会
議
と
学
術
会
議
へ
の
参
加　

9
月
2
～
4
日
（
京
都
大
学
）

2
日
と
3
日
の
二
日
間
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
一
階
セ
ミ
ナ
ー
室
に
て
、

打
合
せ
会
議
を
実
施
。
参
加
者
は
、
武
田
・
石
井
・
名
和
・
近
藤
・
髙
田
・
水
上
。

2
日
に
実
施
し
た
打
合
せ
会
議
に
お
い
て
は
、
次
年
度
実
施
予
定
の
特
別
展
示
と

国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
相
談
、
目
録
・
翻
刻
作
成
の
方
法
と
分
担
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
、
会
議
の
中
で
は
、
水
上
が
年
号
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
る
『
元

秘
別
録
』
全
七
冊
の
デ
ー
タ
入
力
（
八
万
字
程
度
）
を
済
ま
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
グ

ル
ー
プ
内
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
研
究
の
進
展
と
深
化
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

も
報
告
。

3
日
は
、
武
田
が
主
催
し
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
四
階
大
会
議
室
に
て
開
催

さ
れ
た
「
中
国
近
世
学
術
文
化
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
題
す
る
学
術
会
議
、
4

日
は
、
同
じ
く
武
田
が
主
催
し
た
伝
統
医
療
文
化
班
研
究
会
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
、

廣
橋
家
の
学
術
・
政
治
活
動
に
関
わ
る
文
献
学
お
よ
び
伝
統
思
想
に
関
連
す
る
知
見

を
蓄
え
、
二
つ
の
会
議
に
参
加
し
て
い
た
研
究
者
と
情
報
交
換
を
お
こ
な
い
、
次
年

度
開
催
の
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
を
打
診
し
た
。

④
市
民
講
座
で
の
研
究
成
果
の
紹
介　

9
月
25
日
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）　

金
沢
文
庫
で
開
催
さ
れ
た
講
座
「
国
宝
を
学
ぶ
」
に
お
い
て
、
福
島
に
よ
っ
て
「
鎌

倉
幕
府
の
延
慶
改
元
・
改
暦
へ
の
関
与
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
研
究
報
告
が
一
般
参

加
者
に
な
さ
れ
、
未
解
明
の
部
分
が
少
な
く
な
い
幕
府
か
ら
の
改
元
に
対
す
る
関
与

に
つ
い
て
実
態
解
明
を
図
っ
た
考
察
の
内
容
が
披
露
さ
れ
た
。

⑤
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表
と
打
合
せ　

10
月
25
・
26
日
（
上
海
師

範
大
学
）

石
が
上
海
師
範
大
学
に
て
主
催
し
た
「
写
本
時
代
的
経
典
」
国
際
学
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
水
上
が
参
加
し
、「
日
本
年
号
資
料
中
的
漢
籍
鈔
本
」
と
題
す
る
研
究
報
告
を

お
こ
な
っ
た
。
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
る
儒
家
経
典
の
古
い
テ
キ
ス
ト
を
概
観
し
た
上

で
、
廣
橋
家
の
年
号
資
料
が
そ
の
中
で
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
論
じ
た
。
会
議
開
催

期
間
中
、
石
と
上
記
の
年
号
勘
文
資
料
の
影
印
出
版
計
画
に
つ
い
て
、
出
版
社
、
収

載
書
、
タ
イ
ト
ル
、
総
ペ
ー
ジ
数
、
分
冊
の
冊
数
、
各
分
冊
の
編
集
担
当
者
、
出
版

予
定
時
期
（
翌
年
十
月
）
等
々
に
つ
い
て
、
細
か
い
打
合
せ
も
お
こ
な
っ
た
。

⑥
学
会
で
の
研
究
発
表　

17
年
1
月
29
日
（
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
）
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水
上
が
公
益
財
団
法
人
無
窮
会
の
一
月
例
会
に
お
い
て
「
年
号
と
日
本
漢
学
」
と

題
す
る
研
究
報
告
を
お
こ
な
い
、
年
号
勘
文
所
載
の
漢
籍
、
と
り
わ
け
儒
家
経
伝
の

テ
キ
ス
ト
の
状
況
と
価
値
と
問
題
点
に
検
討
を
加
え
た
上
で
、
年
号
勘
文
に
関
連
す

る
資
料
に
対
す
る
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。

二
〇
一
七
年
度

〔
研
究
会
・
調
査
〕

①
館
蔵
資
料
調
査
お
よ
び
広
報
連
携
セ
ン
タ
ー
会
議
へ
の
出
席　

17
年
5
月
9
日

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

水
上
が
本
年
度
開
催
の
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
年
号
と
日
本
の
文
化
」
の
準
備
状
況

に
関
し
て
報
告
。
そ
の
後
、
十
月
に
実
施
予
定
の
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
年
号

と
東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
文
化
」
の
準
備
に
関
す
る
調
整
を
館
内
事
務
担
当
者
と
お
こ

な
っ
た
。
さ
ら
に
「
元
号
字
挙
難
」（H

— 63— 184

）
な
ど
館
蔵
資
料
の
調
査
も
実
施
。

②
館
蔵
資
料
調
査
お
よ
び
研
究
打
合
せ　

5
月
31
日
・
6
月
1
日
（
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
）

石
井
・
近
藤
・
石
・
髙
田
・
水
上
の
五
名
が
「
改
元
定
申
詞
」（H

— 600— 1023

）

ほ
か
の
館
蔵
資
料
を
調
査
。
調
査
は
、
9
月
に
開
催
す
る
特
集
展
示
「
年
号
と
朝
廷
」

に
展
示
す
る
資
料
の
選
定
も
兼
ね
て
実
施
さ
れ
、
合
間
に
展
示
お
よ
び
歴
博
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
関
す
る
相
談
も
実
施
。

③
資
料
調
査
お
よ
び
研
究
会
と
打
合
せ　

7
月
7
～
10
日（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

都
立
中
央
図
書
館
、
東
洋
文
庫
）

7
・
8
日
は
、
館
内
で
資
料
調
査
と
研
究
打
合
せ
を
実
施
。
資
料
調
査
は
、
主
と

し
て
開
催
時
期
が
近
づ
い
た
特
集
展
示
に
使
う
資
料
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、「
太

平
記
絵
巻
」（H

— 600— 27

）、「
年
号
勘
文
他
二
十
通
」（H

— 600— 201

）
な
ど
を
熟
覧

調
査
。
調
査
し
た
内
容
を
踏
ま
え
て
、
展
示
内
容
と
方
法
に
関
す
る
打
合
せ
会
議
も

実
施
。
参
加
者
は
、
石
井
・
大
川
・
小
島
・
近
藤
・
石
・
髙
田
・
福
島
・
水
上
の
八

名
で
あ
り
、
小
幡
敏
行
（
前
出
）
も
ゲ
ス
ト
参
加
。
調
査
と
打
合
せ
に
関
す
る
記
録

の
補
助
者
を
吉
田
勉
（
北
海
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
に
つ
と
め
て
も
ら
う
。

長
時
間
に
わ
た
る
打
合
せ
を
通
し
て
、
陳
列
資
料
と
範
囲
、
配
列
、
そ
れ
に
展
示
に

使
う
パ
ネ
ル
や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
文
章
作
成
の
割
り
当
て
が
決
ま
っ
た
。
8
日
午
前

は
福
島
に
よ
る
研
究
報
告
と
討
議
が
な
さ
れ
た
。

9
日
は
、
石
井
・
近
藤
・
吉
田
・
水
上
の
四
名
が
都
立
中
央
図
書
館
に
て
年
号
関

連
資
料
の
調
査
を
実
施
。
10
日
は
二
手
に
分
か
れ
、
石
は
国
会
図
書
館
に
て
年
号
関

連
資
料
の
調
査
を
実
施
。
石
井
と
水
上
は
東
洋
文
庫
に
て
廣
橋
家
旧
蔵
本
で
あ
り
紙

背
に
『
元
秘
抄
』
が
鈔
写
さ
れ
て
い
る
国
宝
『
古
文
尚
書
』
を
調
査
、
白
点
と
角
筆

を
多
数
見
出
し
た
。

④
館
蔵
資
料
調
査　

7
月
28
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

特
集
展
示
に
展
示
す
る
資
料
の
展
示
箇
所
の
確
認
の
た
め
、
髙
田
と
水
上
の
二
名

が
「
年
号
事
（
霊
元
天
皇
宸
筆
年
号
備
忘
）」（H

— 600— 205— 3— 15

）
な
ど
の
館
蔵

資
料
調
査
を
実
施
。

⑤
館
蔵
資
料
調
査　

8
月
17
・
18
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

展
示
に
使
う
資
料
調
査
を
実
施
。
石
井
が
「
柳
原
忠
光
卿
年
号
勘
文　

外
九
通
」

（
H—63— 238— 3

）
ほ
か
の
館
蔵
資
料
を
調
査
。

⑥
展
示
に
関
す
る
打
合
せ　

8
月
25
日
（
北
海
道
大
学
文
学
部
）

展
示
パ
ネ
ル
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
た
め
、
石
井
と
水
上
が
北
海
道
大
学

文
学
部
に
出
張
し
、
近
藤
と
文
言
の
作
成
作
業
を
実
施
。
吉
田
勉
（
前
出
）
が
作
業

の
補
助
を
し
て
く
れ
た
。
対
面
で
意
見
交
換
し
な
が
ら
作
業
を
集
中
的
に
お
こ
な
う

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
大
半
の
パ
ネ
ル
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
案
が
そ
の
場
で
完
成
。

⑦
館
蔵
資
料
調
査　

18
年
2
月
26
～
28
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

三
日
間
、
水
上
が
館
蔵
資
料
を
調
査
。
調
査
し
た
中
で
は
、「
年
号
勘
文
部
類
」

（H
— 63— 210

）
に
特
筆
す
べ
き
事
象
が
確
認
で
き
た
。
す
な
わ
ち
同
資
料
の
改
元
記

事
に
引
か
れ
て
い
る
年
号
勘
文
の
中
、
一
つ
が
年
号
勘
文
を
集
大
成
し
た
『
元
秘
別

録
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
調
査
の
合
間
に
、

小
島
と
総
合
誌
『
歴
博
』
の
年
号
特
集
号
に
掲
載
す
る
論
考
・
コ
ラ
ム
の
進
行
状
況
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な
ど
に
つ
い
て
打
合
せ
を
実
施
。

⑧
館
蔵
資
料
調
査　

3
月
15
・
16
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

近
藤
・
髙
田
・
水
上
の
三
名
が
『
研
究
報
告
』
準
備
の
た
め
、
重
文
『
周
易
』
や

「
年
号
難
陳
」（H

— 63— 222

）
な
ど
館
蔵
資
料
を
調
査
。

⑨
館
蔵
資
料
調
査
、
第
六
回
研
究
会
お
よ
び
打
合
せ
会
議　

3
月
27
～
29
日
（
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
）

三
日
間
、『
研
究
報
告
』
準
備
の
た
め
、「
貞
享
度
改
元
難
陳
」（H

— 600— 205— 3

）

な
ど
の
館
蔵
資
料
の
調
査
を
実
施
。
参
加
者
は
、
大
川
・
近
藤
・
末
永
・
石
・
髙
田
・

福
島
・
水
上
の
七
名
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
小
幡
敏
行
（
前
出
）・
鶴
成
久
章
（
前
出
）

の
二
名
が
参
加
。

28
日
に
開
催
さ
れ
た
研
究
会
で
は
、
福
島
が
「
鎌
倉
期
の
年
号
勘
申
者
の
家
と
公

武
政
権
」、
水
上
が
「
年
号
勘
文
資
料
と
難
陳
」
と
題
す
る
研
究
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ

実
施
。
続
い
て
開
催
さ
れ
た
打
合
せ
会
議
に
は
小
島
も
加
わ
り
、
三
年
間
の
研
究
成

果
を
振
り
返
り
、
最
終
的
な
報
告
書
と
し
て
完
成
す
る
『
研
究
報
告
』
の
準
備
な
ど

に
つ
い
て
相
談
を
お
こ
な
っ
た
。

〔
研
究
発
表
〕

①
学
会
で
の
研
究
発
表　

17
年
5
月
21
日
（
京
都
大
学
文
学
部
）

石
井
・
近
藤
・
髙
田
・
水
上
の
四
名
が
京
都
大
学
文
学
部
で
開
催
さ
れ
た
第
116
回

訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
に
参
加
し
、「
年
号
勘
文
の
訓
法
―
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文

書
典
籍
類
の
中
か
ら
―
」
と
題
す
る
研
究
報
告
を
共
同
で
実
施
。
主
と
し
て
、
館
蔵

の
「
経
光
卿
改
元
定
記
」（H

— 63— 203

）
か
ら
知
ら
れ
る
年
号
勘
文
の
訓
読
法
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
通
し
て
得
ら
れ
た
知
見
を
披
瀝
。

②
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表　

7
月
1
日
・
2
日
（
南
京
大
学
文
学

院
）

水
上
が
上
記
学
術
会
議
に
招
待
さ
れ
、「
日
本
中
世
公
卿
与
漢
籍
：
以
年
号
資
料

中
“
難
陳
”
為
考
察
中
心
」
と
題
す
る
研
究
報
告
を
実
施
。
館
蔵
資
料
の
『
経
光
卿

改
元
定
記
』
も
利
用
し
な
が
ら
、「
難
陳
」
の
記
録
の
学
術
的
価
値
に
つ
い
て
論
じ
た
。

報
告
の
最
後
に
、
特
集
展
示
、
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
お
よ
び
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
関
す
る
宣
伝
も
お
こ
な
っ
た
。

③
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催　

10
月
21
・
22
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

ガ
イ
ダ
ン
ス
ル
ー
ム
に
て
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
年
号
と
東
ア
ジ
ア
の
思
想

と
文
化
」
を
開
催
。
石
井
「
国
語
学
（
書
記
論
）
か
ら
見
た
今
回
の
展
示
」、
大
川
「
近

世
日
本
に
お
け
る
一
世
一
元
論
」、
末
永
「
い
わ
ゆ
る
『
兼
良
公
三
革
説
』
に
つ
い

て
」、
武
田
「
中
国
古
代
の
暦
運
思
想
」、
田
中
「
南
北
朝
期
日
本
の
年
号
に
関
す
る

二
、
三
の
問
題
―
公
年
号
・
不
改
年
号
・
私
年
号
―
」
を
含
む
22
件
の
研
究
報
告
が

な
さ
れ
た
。
討
議
も
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
、
参
加
者
の
一
人
か
ら
、
同
様
の
会
議
を

も
う
一
度
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
寄
せ
ら
れ
る
程
の
盛
会
と
な
っ

た
。
本
会
議
で
発
表
さ
れ
た
論
考
を
も
と
に
編
集
し
た
論
文
集
が
商
業
出
版
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
。

④
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表　

12
月
2
・
3
日
（
上
海
師
範
大
学
）

石
が
主
催
す
る
「
古
写
本
経
典
的
整
理
与
研
究
」
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
髙

田
と
水
上
が
招
待
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
共
同
研
究
計
画
に
関
わ
る
内
容
の
論
文
を
発

表
。

⑤
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加　

12
月
22
日
（
北
京
大
学
）

北
京
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
古
写
本
経
典
的
整
理
与
研
究
」
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
水
上
が
招
待
さ
れ
、「
日
本
年
号
与
経
学
文
献
」
と
題
す
る
論
文
を
報
告
。

同
報
告
を
も
と
に
作
成
し
た
論
文
は
、「
日
本
年
号
資
料
与
経
学
」
と
題
し
て
『
中

国
典
籍
与
文
化
論
叢
』
第
20
輯
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
に
収
録
。

⑥
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
報
告　

18
年
2
月
21
日
（
二
松
学
舎
大
学
）

二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
主
催
の
「
春
秋
左
氏
伝
と
現
代
の
中

国
学
」
に
水
上
が
招
待
さ
れ
、「『
春
秋
』
と
年
号
勘
文
資
料
」
と
題
す
る
研
究
報
告

を
実
施
。
同
論
文
は
、「『
春
秋
』
と
日
本
の
年
号
」
と
題
し
て
、
田
中
正
樹
編
『
中

国
古
典
学
の
再
構
築
』（
二
松
学
舎
大
学
学
術
叢
書
、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
一
年
）

に
収
録
。
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〔
館
内
活
動
の
準
備
・
実
施
、
そ
の
他
〕

①
国
際
企
画
室
会
議
へ
の
参
加　

17
年
7
月
25
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

水
上
が
国
際
企
画
室
会
議
に
出
席
し
、
10
月
に
開
催
す
る
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
関
し
て
説
明
を
お
こ
な
う
。
会
議
の
中
で
、
研
究
発
表
す
る
二
十
数
名
の
研
究

者
を
い
く
つ
か
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
、
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
の
特
徴
が
容
易
に
分
か

る
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
を
附
す
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
意
見
を
踏

ま
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
組
み
替
え
た
。

②
演
示
作
業
と
展
示
替
え　

9
月
7
日
・
11
日
、
10
月
2
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
）

小
島
と
水
上
が
9
月
7
日
と
11
日
に
特
集
展
示
の
演
示
作
業
、
10
月
2
日
に
展
示

替
え
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

③
特
集
展
示
の
開
催　

9
月
12
～
10
月
22
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

9
月
12
日
か
ら
10
月
22
日
に
か
け
て
、
特
集
展
示
「
年
号
と
朝
廷
」
を
開
催
し
た
。

開
催
初
日
に
水
上
が
、
9
月
23
日
に
石
井
と
近
藤
が
そ
れ
ぞ
れ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

を
実
施
。
平
成
が
近
々
改
元
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
年
号
に
関
す
る
関
心
が
高

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
を
得
て
複
数
の
新
聞
に
関
連
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
。

④
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施　

9
月
16
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

館
内
大
講
堂
に
て
第
106
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
年
号
と
日
本
文
化
」
を
開
催
。
研

究
報
告
は
、
所
功
（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
基
調
報
告
「
日
本
年
号
の

来
歴
と
特
色
」
に
続
き
、
石
「
中
国
の
年
号
と
予
言
」、
福
島
「
鎌
倉
幕
府
の
「
延
慶
」

改
元
・
改
暦
へ
の
関
与
」、
水
上
「
難
陳
―
朝
廷
に
お
け
る
改
元
議
論
の
実
態
」
の

順
で
報
告
が
な
さ
れ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
報
告
内
容
は
、【
刊
行
物
】（
ｂ
）
01
の

形
で
刊
行
さ
れ
た
。

⑤
「
歴
博
の
ミ
カ
タ
」
収
録　

8
月
19
日
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
296
で
放
映
さ
れ
る
「
歴
博
の
ミ
カ
タ
」
の
中
で
、
特
集
展
示
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
小
島
が
説
明
役
と
な
っ
た
番
組
が
収
録
さ
れ
た
。

3
．
成
　
果

三
年
間
に
わ
た
る
共
同
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
研
究
成
果
は
、
本
報
告
書
掲
載

分
を
除
い
て
も
、
論
文
・
資
料
紹
介
が
24
点
、
書
籍
が
3
点
を
数
え
、
研
究
発
表
も

20
回
に
達
し
た
。
具
体
的
な
研
究
成
果
物
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、【
刊
行
物
】

以
下
の
リ
ス
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
ず
は
上
記
「
1
．
目
的
」
に
提
示
し
た
項
目

に
即
し
た
研
究
成
果
の
概
要
を
説
明
す
る
。

（
一
）
年
号
勘
文
に
見
え
る
漢
籍
引
文　

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
年
号
勘
文

の
漢
籍
引
文
が
宋
刊
本
流
入
前
の
古
鈔
本
テ
キ
ス
ト
を
反
映
し
て
い
て
一
定
の
学
術

的
価
値
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
た
だ
し
鈔
写
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
テ
キ
ス
ト
の
変

容
を
起
こ
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

（
ａ
）
　

01
　

・
　

12
　

に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
年
号
勘
文
漢
籍
引
文
が
原
典
か
ら
の
直

接
引
用
な
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
書
物
を
経
由
し
た
間
接
引
用
な
の
か
、
こ
の
点
に

つ
い
て
留
意
が
必
要
な
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、（
ａ
）
　

16
　

を
参
照
さ
れ
た
い
。
年
号
勘
文
と
特
定
の
漢
籍
と
の
関
係
を
論
じ
た
論
考
と
し
て

（
ａ
）
　

24
　

が
あ
る
。
年
号
勘
文
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
漢
籍
に
見
え
る
訓
点
に
対

す
る
研
究
に
も
一
点
の
進
展
が
見
ら
れ
た
。
関
連
す
る
論
考
に
　

02
　

と
　

13
　

が
あ
る
。

（
二
）
年
号
決
定
の
プ
ロ
セ
ス　

公
家
と
武
家
と
の
政
治
関
係
が
変
化
す
る
と
改

元
プ
ロ
セ
ス
に
武
家
が
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
が
、（
ａ
）
　

04
　

と
　

20
　

に
よ
っ
て
、
鎌
倉
幕
府
の
改
元
に
対
す
る
関
与
に
関
す
る
研

究
が
深
化
し
た
。
後
者
の
論
考
に
よ
っ
て
、
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
に
含
ま

れ
る
『
経
光
卿
改
元
定
記
』
の
成
立
背
景
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

年
号
勘
文
資
料
に
収
載
さ
れ
て
い
る
難
陳
、
す
な
わ
ち
年
号
案
と
漢
籍
引
文
に

対
す
る
論
難
と
弁
論
に
つ
い
て
言
う
と
、
森
本
角
蔵
に
よ
っ
て
「
今
日
か
ら
見
れ

ば
殆
ど
と
る
に
足
ら
ぬ
」（『
日
本
年
号
大
観
』）
と
片
付
け
ら
れ
て
お
り
、
内
容
に

対
す
る
分
析
は
ほ
と
ん
ど
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
現
代
人
か
ら
見
て
詰
ま
ら

ぬ
こ
と
を
議
論
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
年
号
勘
文
の
奏
進
者
と
そ
れ
を
論
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難
し
た
者
に
と
っ
て
は
真
剣
に
討
議
す
る
の
に
値
す
る
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

議
論
を
構
成
す
る
言
語
や
故
実
に
関
わ
る
記
述
は
、
日
本
の
思
想
・
学
術
・
政
治

を
論
じ
る
上
で
の
重
要
な
題
材
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
面
に
関
す
る

論
考
と
し
て
（
ａ
）
　

05
　

・
　

11
　

・
　

21
　

・
　

24
　

が
あ
る
。

（
三
）
年
号
と
術
数
思
想　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
武
田
と
末
永
を
中
心
に
研
究

が
進
め
ら
れ
、
一
定
の
進
展
が
見
ら
れ
た
。
改
元
に
つ
な
が
る
中
国
古
代
の
暦
運
説

の
数
理
的
側
面
に
つ
い
て
は
、（
ａ
）
　

17
　

に
お
い
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
革
命
・
革

暦
の
改
元
定
で
改
元
の
可
否
を
論
じ
る
事
前
の
議
論
に
お
い
て
は『
兼
良
公
三
革
説
』

に
論
及
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
が
、
本
書
の
資
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
検
討
を
必

要
と
す
る
部
分
が
あ
る
、
と
い
う
重
要
な
指
摘
が
（
ａ
）
　

15
　

に
お
い
て
な
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
本
報
告
書
に
は
両
氏
に
よ
る
術
数
方
面
に
関
わ
る
論
考

が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

つ
づ
い
て
本
研
究
の
成
果
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
書
物
に
つ
い
て
説
明
す
る
。（
ｂ
）
　

02
　

『
日
本
漢
学
珍
稀
文
献
集
成
（
年
号
之
部
）』
全
五
冊
は
、『
元
秘
抄
』『
元
秘
別
録
』

を
含
む
年
号
資
料
九
種
を
影
印
し
、
日
本
語
と
中
国
語
の
解
題
を
付
し
た
も
の
で
あ

る
。（
ｂ
）
　

03
　

『
年
号
と
東
ア
ジ
ア
―
改
元
の
思
想
と
文
化
』
は
、
研
究
計
画
の
一

環
と
し
て
開
催
し
た
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
れ
た
論
文
を
中
心
に
構
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
に
対
し
て
、「
本
書
の
多
様
な
内
容
に
つ
い
て
各
論
ご
と

に
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
」「
本
書
に
は
、
様
々
な
問
題
を
東
ア
ジ
ア
世

界
の
レ
ベ
ル
で
考
え
る
上
で
の
多
く
の
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
」（
金
子
修
一
氏
執

筆
、『
古
文
書
研
究
』
第
91
号
、
日
本
古
文
書
学
会
、
二
〇
二
一
年
）
と
の
書
評
が

寄
せ
ら
れ
る
程
の
充
実
し
た
内
容
を
備
え
た
多
く
の
論
考
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
以
上
の
出
版
事
業
を
通
し
て
、「
年
号
研
究
の
新
た
な
展
開
を
支
え
る
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
形
成
を
目
指
す
」
と
い
う
研
究
目
的
は
か
な
り
達
成
で
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。

本
研
究
に
関
連
し
て
、
社
会
貢
献
を
い
く
つ
か
お
こ
な
っ
た
。
上
記
の
通
り
、
16

年
9
月
25
日
、
金
沢
文
庫
で
開
催
さ
れ
た
講
座
「
国
宝
を
学
ぶ
」
に
お
い
て
福
島
が

本
共
同
研
究
の
成
果
の
一
端
を
披
瀝
し
た
。
研
究
成
果
を
研
究
者
に
限
る
こ
と
な
く

一
般
の
人
々
と
共
有
す
る
た
め
に
、
特
集
展
示
「
年
号
と
朝
廷
」
を
17
年
9
月
12
日

か
ら
10
月
22
日
に
か
け
て
実
施
し
た
。
展
示
会
場
で
陳
列
し
た
資
料
や
そ
れ
ら
に
附

し
た
解
説
文
、
さ
ら
に
は
二
度
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
通
し

て
、
年
号
勘
文
資
料
が
持
つ
学
術
的
価
値
や
面
白
さ
を
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般

の
参
観
者
と
も
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
集
展
示
に
つ
い
て
は
新
聞
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
ほ
か
、
小
島
が
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
296
の
番
組
「
歴
博
の
ミ
カ
タ
」（
8
月

19
日
収
録
）
に
お
い
て
丁
寧
な
解
説
を
お
こ
な
っ
た
。
特
集
展
示
と
並
行
し
て
歴
博

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
9
月
16
日
）
と
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
10
月
22
日
）
も
一
般
公

開
の
形
で
開
催
し
、
い
ず
れ
も
多
く
の
参
加
者
を
得
た
。

【
刊
行
物
】（
研
究
期
間
終
了
後
も
含
む
）

（
ａ
）
論
文
・
資
料
紹
介

　

01
　

水
上
雅
晴
「
年
号
勘
文
資
料
が
漢
籍
校
勘
に
関
し
て
持
つ
意
味
と
限
界
─
経
書

の
校
勘
を
中
心
と
す
る
考
察
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
（
哲
学
）』
第
59
号
、

中
央
大
学
文
学
部
、
二
〇
一
七
年
二
月
、
23
～
42
頁
）

　

02
　

石
井
行
雄
・
近
藤
浩
之
・
髙
田
宗
平
「
田
中
本
『
周
易
』（
重
文
）
の
も
う
一
つ

の
顔
─
白
点
調
査
中
間
報
告
─
」（『
歴
博
』
第
201
号
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、

二
〇
一
七
年
三
月
、
20
～
23
頁
）

　

03
　

石
立
善
「
中
国
の
年
号
と
予
言
」（『
第
106
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム　

年
号
と
日
本

文
化
』、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
九
月
、
12
～
17
頁
）

　

04
　

福
島
金
治
「
鎌
倉
幕
府
の
「
延
慶
」
改
元
・
改
暦
へ
の
関
与
」（
同
上
書
、
18
～

23
頁
）

　

05
　

水
上
雅
晴
「
難
陳
―
朝
廷
に
お
け
る
改
元
議
論
の
実
態
」（
同
上
書
、
24
～
29
頁
）

　

06
　

髙
田
宗
平
「
浅
論
日
本
古
籍
中
所
引
『
語
義
疏
』
―
以
『
令
集
解
』
和
『
政
事

要
略
』
為
中
心
」（
張
伯
偉
編
『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』
第
15
輯
、
中
華
書
局
、

二
〇
一
七
年
十
二
月
、
271
～
286
頁
）
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07
　

小
島
道
裕
「
広
橋
経
光
「
改
元
定
記
」
と
年
号
勘
文
―
年
号
を
作
る
会
議
」（『
歴

博
』
第
208
号
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
五
月
、
6
～
9
頁
）

　

08
　

近
藤
浩
之
「
年
号
に
使
わ
れ
た
漢
籍
」（
同
上
書
、
11
～
14
頁
）

　

09
　

石
立
善
「
中
国
の
測
字
術
と
年
号
の
予
言
」（
同
上
書
、
15
頁
）

　

10
　

髙
田
宗
平
「
年
号
勘
文
に
引
用
さ
れ
た
佚
書
―
「
経
光
卿
改
元
定
記
」
所
引
『
修

文
殿
御
覧
』
を
中
心
に
」（
同
上
書
、
10
頁
）

　

11
　

水
上
雅
晴
「
難
陳
―
年
号
を
決
め
る
議
論
」（
同
上
書
、
2
～
5
頁
）

　

12
　

水
上
雅
晴
「
日
本
年
号
資
料
与
経
学
」（『
中
国
典
籍
与
文
化
論
叢
』
第
20
輯
、
鳳

凰
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
、
278
～
289
頁
）

　

13
　

石
井
行
雄
・
猪
野
毅
・
近
藤
浩
之
「
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
移
点
の
意
味
」

（
水
上
雅
晴
主
編
、
髙
田
宗
平
編
集
協
力
『
年
号
と
東
ア
ジ
ア
―
改
元
の
思
想
と

文
化
』、
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
75
～
94
頁
）

　

14
　

大
川
真
「
近
世
日
本
に
お
け
る
一
世
一
元
論
」（
同
上
書
、
393
～
409
頁
）

　

15
　

末
永
高
康
「
術
数
の
原
理
―
『
兼
良
公
三
革
説
』
を
中
心
に
―
」（
同
上
書
、
597

～
617
頁
）

　

16
　

髙
田
宗
平
「
年
号
勘
文
か
ら
見
た
日
本
中
世
に
お
け
る
類
書
利
用
―
『
修
文
殿

御
覧
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
同
上
書
、
95
～
120
頁
）

　

17
　

武
田
時
昌
「
中
国
古
代
の
暦
運
説
―
数
理
と
展
開
―
」（
同
上
書
、
547
～
572
頁
）

　

18
　

田
中
大
喜
「
南
北
朝
期
日
本
の
不
改
年
号
と
私
年
号
」（
同
上
書
、
305
～
323
頁
）

　

19
　

名
和
敏
光
「
中
国
出
土
資
料
紀
年
考
」（
同
上
書
、
149
～
162
頁
）

　

20
　

福
島
金
治
「
鎌
倉
期
の
年
号
勘
申
者
の
家
と
公
武
政
権
」（
同
上
書
、
285
～
303
頁
）

　

21
　

水
上
雅
晴「
難
陳
―
朝
廷
に
お
け
る
改
元
議
論
の
実
態
―
」（
同
上
書
、
521
～
544
頁
）

　

22
　

石
井
行
雄
・
猪
野
毅
・
近
藤
浩
之
「
続
群
書
類
従 

改
元
関
係
記
事
索
引
」（
同
上

書
、
左
27
～
35
頁
）

　

23
　

髙
田
宗
平
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
「〔
経
光
卿
改
元
定
記　

寛
元 

宝
治 

建
長
〕」
―
影
印
、
附
・
略
解
題
―
」（
同
上
書
、
645
～
685
頁
）

　

24
　

水
上
雅
晴
「『
春
秋
』
と
日
本
の
年
号
」（
田
中
正
樹
編
『
中
国
古
典
学
の
再
構
築
』、

二
松
学
舎
大
学
学
術
叢
書
、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
一
年
、
59
～
84
頁
）

（
ｂ
）
書
籍

　

01
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
第
106
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム　

年
号
と
日
本
文
化
』
全

30
頁
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
九
月
）

　

02
　

水
上
雅
晴
・
石
立
善
主
編
『
日
本
漢
学
珍
稀
文
献
集
成
（
年
号
之
部
）』
全
五
冊
、

4403
頁
（
上
海
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

＊
同
書
の
解
題
担
当
：
近
藤
浩
之
「
革
暦
類
解
題
」、
末
永
高
康
「
三
革
説
解
題
」、

石
立
善
「
元
号
六
十
字
之
注
解
題
」、
髙
田
宗
平
「
元
秘
抄
解
題
」「
迎
陽
文
集
解

題
」、
武
田
時
昌
「
革
命
勘
文
解
題
」、
名
和
敏
光
「
革
命
勘
文
解
題
」、
福
島
金

治
「
迎
陽
文
集
解
題
」、
水
上
雅
晴
「
元
秘
別
録
解
題
」

　

03
　

水
上
雅
晴
主
編
、
髙
田
宗
平
編
集
協
力
『
年
号
と
東
ア
ジ
ア
―
改
元
の
思
想
と

文
化
』
全
799
頁
（
八
木
書
店
、
二
〇
一
九
年
）

（
ｃ
）
そ
の
他
の
刊
行
物

　

01
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
歴
博
』
第
208
号
、
特
集
「
年
号
と
朝
廷
」（
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
五
月
）　

※
小
島
・
近
藤
・
石
・
髙
田
・
水
上
が

特
集
記
事
を
寄
稿
。

　

02
　

水
上
雅
晴
「
廣
橋
家
旧
蔵
文
書
を
中
心
と
す
る
年
号
勘
文
資
料
の
整
理
と
研
究

（
歴
博
け
ん
き
ゅ
う
便
64
）」（『
歴
博
』
204
号
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
26
～
27

頁
、
二
〇
一
七
年
九
月
）

【
研
究
発
表
】

　

01
　

水
上
雅
晴
「
日
本
年
号
資
料
中
有
関
経
学
的
記
載
与
紀
伝
博
士
家
的
学
問
：
以

廣
橋
家
旧
蔵
書
為
考
察
中
心
」（「
経
学
史
研
究
の
回
顧
と
展
望
―
林
慶
彰
先
生
栄

退
紀
念
」
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
京
都
大
学
文
学
部
、
15
年
8
月
21
日
）

　

02
　

髙
田
宗
平
「
日
本
中
世
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
初
探
」（「
西
域
と
東
瀛
：
中
古

時
代
経
典
写
本
国
際
学
術
研
討
会
」、
上
海
師
範
大
学
、
15
年
12
月
19
日
）

　

03
　

水
上
雅
晴
「
浅
論
日
本
国
内
抄
写
和
伝
承
的
漢
語
経
典
文
本
」（
同
上
）
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［共同研究の経緯と概要］……水上雅晴

　

04
　

水
上
雅
晴
「
日
本
年
号
資
料
中
的
『
尚
書
』」（
国
際
『
尚
書
』
学
第
四
回
学
術

研
討
会
、
香
港
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
大
学
、
16
年
4
月
19
・
20
日
）

　

05
　

水
上
雅
晴
「
年
号
与
日
本
政
治
和
学
術
」（「
二
〇
一
六
跨
文
化
視
域
下
的
儒
家

倫
常
：
政
道
与
治
道
」
国
際
学
術
研
討
会
、
台
湾
師
範
大
学
、
16
年
6
月
24
日
）

　

06
　

福
島
金
治
「
鎌
倉
幕
府
の
延
慶
改
元
・
改
暦
へ
の
関
与
に
つ
い
て
」（
講
座
「
国

宝
を
学
ぶ
」
研
究
報
告
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
16
年
9
月
25
日
）

　

07
　

水
上
雅
晴
「
日
本
年
号
資
料
中
的
漢
籍
鈔
本
」（「
写
本
時
代
的
経
典
」
国
際
学

術
論
壇
、
上
海
師
範
大
学
、
16
年
10
月
25
日
）

　

08
　

水
上
雅
晴「
年
号
と
日
本
漢
学
」（
無
窮
会
一
月
例
会
、
和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
、

17
年
1
月
29
日
）

　

09
　

石
井
行
雄
・
近
藤
浩
之
・
髙
田
宗
平
・
水
上
雅
晴
「
年
号
勘
文
の
訓
法
―
廣
橋

家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
の
中
か
ら
―
」（
第
116
回 

訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
、

京
都
大
学
、
17
年
5
月
21
日
）

　

10
　

水
上
雅
晴
「
日
本
中
世
公
卿
与
漢
籍
：
以
年
号
資
料
中
“
難
陳
”
為
考
察
中
心
」

（
第
二
回
南
京
大
学
域
外
漢
籍
研
究
国
際
学
術
研
討
会
、
南
京
大
学
文
学
院
、
17

年
7
月
2
日
）

　

11
　

石
立
善
「
中
国
の
年
号
と
予
言
」（
第
106
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
年
号
と
日
本
文

化
」、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
17
年
9
月
16
日
）

　

12
　

福
島
金
治
「
鎌
倉
幕
府
の
「
延
慶
」
改
元
・
改
暦
へ
の
関
与
」（
同
上
）

　

13
　

水
上
雅
晴
「
難
陳
―
朝
廷
に
お
け
る
改
元
議
論
の
実
態
」（
同
上
）

　

14
　

石
井
行
雄
「
国
語
学
（
書
記
論
）
か
ら
見
た
今
回
の
展
示
」（
歴
博
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
年
号
と
東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
文
化
」、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
17
年

10
月
21
・
22
日
）

　

15
　

大
川
真
「
近
世
日
本
に
お
け
る
一
世
一
元
論
」（
同
上
）

　

16
　

末
永
高
康
「
い
わ
ゆ
る
『
兼
良
公
三
革
説
』
に
つ
い
て
」（
同
上
）

　

17
　

武
田
時
昌
「
中
国
古
代
の
暦
運
思
想
」（
同
上
）

　

18
　

田
中
大
喜
「
南
北
朝
期
日
本
の
年
号
に
関
す
る
二
、三
の
問
題
―
公
年
号
・
不
改

年
号
・
私
年
号
―
」（
同
上
）

　

19
　

水
上
雅
晴
「
日
本
年
号
与
経
学
文
献
」（
経
学
文
献
学
国
際
学
術
研
討
会
、
北
京

大
学
、
17
年
12
月
22
日
）

　

20
　

水
上
雅
晴
「『
春
秋
』
と
年
号
勘
文
資
料
」（
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
春
秋
左
氏

伝
と
現
代
の
中
国
学
」、
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
、
18
年
2

月
21
日
）

【
そ
の
他
の
学
術
活
動
】

　

01
　

特
集
展
示
「
年
号
と
朝
廷
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
第
三
展
示
室
、
17
年
9
月

12
日
～
10
月
22
日
）

　

02
　

第
106
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
年
号
と
日
本
文
化
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
大
講

堂
、
17
年
9
月
16
日
）

　

03
　

歴
博
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
年
号
と
東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
文
化
」（
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
ガ
イ
ダ
ン
ス
ル
ー
ム
、
17
年
10
月
21
・
22
日
）

公
募
型
共
同
研
究
で
あ
る
本
研
究
計
画
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
小
島
道
裕

教
授
が
、
館
蔵
資
料
で
あ
る
廣
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
に
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
受
け
入
れ
教
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
は
じ
め
て
実
行
可
能
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
面
識
も
な
い
水
上
が
提
出
し
た
研
究
計
画
を
受
け
入
れ
た
だ
け
で

な
く
、
研
究
組
織
に
お
い
て
副
代
表
者
を
つ
と
め
ら
れ
、
館
内
外
で
の
調
査
・
研
究

活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
常
に
心
を
砕
い
て
く
だ
さ
っ
た
小
島
教

授
に
心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
る
。
館
内
の
各
部
局
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
調
査
・
出
張
・

展
示
・
講
演
会
・
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
各
種
の
研
究
活
動
を
実
行
す
る

た
め
に
多
大
な
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
一
人
一
人
の
お
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
こ
こ
に
感
謝
の
微
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

上
記
の
通
り
、
研
究
計
画
策
定
当
初
に
予
期
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
多
く
の
研
究
成

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
稿
末
尾
に
示
す
研
究
組
織
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に
加
わ
っ
て
下
さ
っ
た
各
研
究
者
の
多
大
な
る
協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
。
度
重
な
る

調
査
・
研
究
に
関
わ
る
様
々
な
活
動
に
遠
路
を
物
と
も
せ
ず
に
参
加
し
、
本
研
究
が

基
盤
を
形
成
し
、
そ
し
て
発
展
す
る
た
め
の
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
各
研
究
者
に

深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
わ
す
。
本
共
同
研
究
の
研
究
期
間
は
二
〇
一
八
年
三
月
で

終
了
し
た
が
、
報
告
書
を
す
ぐ
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
予
期
せ

ぬ
コ
ロ
ナ
禍
の
発
生
も
若
干
影
響
し
て
い
る
が
、
最
も
大
き
な
理
由
は
研
究
代
表
者

の
怠
慢
で
あ
る
。
刊
行
が
こ
こ
ま
で
遅
延
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

一
つ
だ
け
残
念
な
の
は
、
本
報
告
書
を
研
究
組
織
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た

石
立
善
教
授
に
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
石
教
授
は
、

二
〇
一
九
年
十
二
月
十
八
日
に
46
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
経
学
す
な
わ
ち
儒

家
の
経
典
の
解
釈
学
の
研
究
者
と
し
て
国
際
学
界
に
お
い
て
名
を
成
し
て
い
た
石
教

授
は
、
年
号
勘
文
資
料
に
も
関
心
を
寄
せ
、
本
研
究
計
画
の
研
究
成
果
を
対
外
的
に

発
表
す
る
た
め
に
多
大
な
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
日
本
国
内
で
出
版
す
る
こ
と
が

不
可
能
と
思
わ
れ
る
大
部
な
『
日
本
漢
学
珍
稀
文
献
集
成
（
年
号
之
部
）』
を
中
国

で
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
石
教
授
の
ご
尽
力
の
賜
で
あ
る
。
上

海
で
幾
度
も
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
、
研
究
組
織
の
メ
ン
バ
ー
を
招
聘

し
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
、
本
研
究
の
成
果
を
国
外
に
発
信
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
多

方
面
に
わ
た
る
厚
誼
と
貢
献
に
満
腔
の
感
謝
の
念
を
捧
げ
る
。

4
．研
究
組
織

石
井　

行
雄　

北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
教
育
学
部
・
准
教
授

大
川　
　

真　

中
央
大
学
文
学
部
・
准
教
授

近
藤　

浩
之　

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
教
授

末
永　

高
康　

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
教
授

石　
　

立
善　

上
海
師
範
大
学
哲
学
与
法
政
学
院
・
教
授

髙
田　

宗
平　

大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科
・
客
員
研
究
員

武
田　

時
昌　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
教
授

中
川　

仁
喜　

大
正
大
学
文
学
部
・
准
教
授

名
和　

敏
光　

山
梨
県
立
大
学
国
際
政
策
学
部
・
准
教
授

尾
留
川
方
孝　

中
央
大
学
文
学
部
・
兼
任
講
師

福
島　

金
治　

愛
知
学
院
大
学
文
学
部
・
教
授

小
倉　

慈
司　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

田
中　

大
喜　

本
館
研
究
部
・
准
教
授

○
小
島　

道
裕　

本
館
研
究
部
・
教
授

◎
水
上　

雅
晴　

中
央
大
学
文
学
部
・
教
授

      （
◎
は
研
究
代
表
者
、
○
は
研
究
副
代
表
者
。
肩
書
は
最
終
年
度
の
時
点
）

（
中
央
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
代
表
者
）




